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多久の肥前狛
こまいぬ

犬展

多久市歴史民俗資料館開館30年記念特別企画展多久市歴史民俗資料館開館30年記念特別企画展

　『朗読ボランティアひまわりの会』は、平成 5年に発足。朗

読講習会参加者で立ち上げ、声の市報の朗読活動を中心に、子

どもたちへの絵本や紙芝居の読み聞かせの『おはなしキャラバ

ン』、施設のお年寄りへの本の朗読を行っています。メンバー

は、男性 1人女性18人で活動。毎月届ける声の市報は 2班に分

かれて、1か月交代で90分テープに市報を吹き込みます。原稿

を 1人10分で読むため、どのように伝えようかを時計を見な

がら、多いときには20回ぐらい自宅で練習します。　　　　　

　視覚障害の方へ、よりよい声の市報を届けようと工夫もして

います。利用者の声を聞く交流会では、届けているテープにつ

いて意見を聞いています。利用者からは「季節ごとの表紙の説

明がいい。たくさんのボランティアの方に支えられて有難い」

と声の市報が届くのを待ち望む声が聞けました。　　　　　　

　肥前狛犬は16世紀末から18世紀中頃までの約160年間、佐賀

県を中心に作られていたもので、一般的な唐獅子形の狛犬と

比べて全体的に小形で素朴な姿が特徴です。多久市ではこの

肥前狛犬が県内で最も多い65体確認されています。肥前狛犬

を作っていたのは『石工の里』として知られる牛津町砥川の

石工たちでした。当時砥川は多久領に属し、このため多久で

多くの肥前狛犬が作られたと思われます。 　　　　　　　　  

　今回の企画展は、市内各地からお借りした約50体の肥前狛

犬を展示しており、肥前狛犬に焦点をあてた展覧会は県内初

めてです。この機会に地域の神々を守ってきた愛らしい狛犬

たちをぜひご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　 　  

▼市役所内ポケットスタジオでの録音風景。興味のある方は、ぜひ
　参加ください。

問 代表　桑原　幸子　☎75－6824

声のおたよりで多久の情報を届けます！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載６● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『多久の肥前狛
こ ま い ぬ

犬展』

会　場 / 多久市郷土資料館 2号・ 3号展示室
会　期 / 10月 1 日㈯～11月27日㈰
休館日 / 月曜日
　　　（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）
開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料


